
信州大学医学部
附属病院の事例

附属病院における基幹設備の現状
と取り組み内容
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●病院基本情報

○地理的状況

・所在地 長野県松本市旭3-1-1
信州大学松本キャンパス内

0・立地条件 0 海抜：617ｍ

敷地面積：60,251㎡

敷地高低差：5.7ｍ
（附属病院内）
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・病床数 707床

・外来患者数 376,406人/年

・入院患者数 3,228,188人/年

・手術件数 7,325件

・医師数 502人

・看護師数 712人
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信州大学医学部附属病院建物配置図）

・外来診療棟 SR5-1 14,670㎡ 2009年建築
・東病棟 SR10-1 16,336㎡ 1994年建築
・西病棟 SR9-1 14,287㎡ 1997年建築
・北中央診療棟 SR4-1 12,315㎡ 2001年建築
・南中央診療棟 R3-1 06,353㎡ 1981年建築
・西中央診療棟 R3 01,966㎡ 1962年建築
・MRI-CT装置棟 S1 0477㎡ 2009年建築
・リハビリ棟 R3 01,582㎡ 1989年建築
・サービス棟 R2 000774㎡ 1972年建築
・中央機械室 R3-1 03,074㎡ 1988年建築
・その他 01,988㎡

計 73,822㎡

※外来診療棟・北中央診療棟は免震構造。それ以外の主要建物は、

新耐震構造及び耐震改修済み。
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●主要な基幹設備等の整備の考え方及び整備状況

○自家発電設備

・自家発電機は3基を保有。
（A：1,000kW ・B：800kW ・C： 700kW  ）

・運転の方針

最初の2～3時間は3台を運転する。（A＋B＋C）
節電体制が整った後、2台運転に切り替える。
（ A＋B ）または（ A＋C ）
長時間運転となった場合は2台を交互運転する。
（ A＋B ）または（ A＋C ）を交互で72時間運転可能。
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・発電力は1,700kW以上であり通常最大使用電力

2,740kWの62％を確保できる。

・燃料は3日分（112,000ℓ）を確保。

（ボイラー燃料と兼用）

（参考）

・新たに新築整備中である包括先進医療棟について

は、当該建物専用に800kWの自家発電設備を整備
する。

通常最大使用電力960kWの83％を確保できる。
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○電気設備

・災害時の電力確保のため特別高圧を2回線引込みとしている。

・瞬時停電等のバックアップのため無停電電源装置を設けている。

利用範囲は以下のとおり。

病棟電気室

50ＫＶＡ（ＮＩＣＵ用）

南中央診療棟電気室

50ＫＶＡ（医療情報用）・100ＫＶＡ（医療情報用）

100ＫＶＡ（高度救命救急用）

北中央診療棟

100ＫＶＡ（手術室用）・100ＫＶＡ（手術室・ＩＣＵ用）

外来診療棟

100ＫＶＡ（診療用）
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○給水設備他

（飲用水）

・通常、2基の飲用井戸及び一部市水を供給している。

1号井戸：100A×1,950ℓ/min×120m（57t/h）

2号井戸：100A×1,000ℓ/min×120m（60t/h）

市水（引込管）：150A

（飲用水全体の約10％程度を使用）

受水槽：計320㎥

高架水槽：計60㎥

・受水槽に0.5日分の水量を確保。

・MFろ過設備により浄化している。30㎥/h×2式

・2基の井戸のみで通常使用水量を賄うことが可能。
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（雑用水）

・雑用井戸1基を保有し受水槽に1.6日分の水量を確保。

050A×330ℓ/min×82m（20t/h）

受水槽：計100㎥

高架水槽：計40㎥

・1か所の井戸で通常使用水量を賄える。

・雑用水はトイレの洗浄水としてのみ利用している。
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